
 

 

 １２月を迎え、いよいよ２０２３年も終わりが近づいてきました。皆さんにと
ってこの１年はどのような年でしたか。今年は記録的な猛暑が続き、夏の体調管
理が大変でしたね。さらに早い時期からインフルエンザが流行しており、今後も
様々な感染症に注意が必要です。今年１年の思い出を振り返り、また来年がより
よい１年になるように過ごしていきましょう。 
 
 
 
 
 
 感染症にかからないために、手洗い・うがいやマスクの着用など様々な予防法
がありますが、室内の換気もその１つです。閉め切った部屋の中にはウイルスが
ただよっており、窓や扉を開けて空気の通り道を作ることでウイルスを外に追い
出すことができます。また、室内の二酸化炭素濃度が高くなると、眠気や頭痛、
だるさといった体への影響が出てきます。授業中に集中力が切れたり、頭が働か
ないことがある場合、教室の環境も原因の１つとしてあげられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆CO2モニターを確認してみよう 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健だより 令和５年１２月４日 

大島中学校 

 

 １２月の保健目標 ☆室内の換気をしよう☆ 
 

☆効果的な換気の仕方 

常時、対角線上で窓・扉を１０ｃｍ開ける 
（教室の場合は廊下の窓も開けておきましょう） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆気候によって常時窓や扉を開けていることが難しい場合…… 
 ３０分に１回以上、数分間窓を全開にする 
 （５０分の授業で１回は窓を全開にして換気の時間をとりましょう） 

 対角線上の窓と扉をそれぞれ
１カ所ずつ開放することでも効
果はありますが、四角を開放す
ると、より効果的に換気ができ
ます 
 

各教室に CO２モニターが置いてあると思います。 
二酸化炭素濃度が１０００ｐｐｍを超えると空気が悪くなって 
いる目安です。モニターに赤い表示が出てきたらすぐに換気 
をしましょう。 


